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10月・11月の主な予定 

10月 4日(土)ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾗﾌﾞあずみの里美化活動 

10月 12日(日)市議会議員選挙 

10月 18日(土)各小堰障害木伐採（水利） 

10月 19日(日)さわやか市民運動会 

10月 25日(土)公民館ふるさとウォッチング 

10月 26日(日)ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾗﾌﾞ身体清拭布お届け 

 

11月 2日(日)・3日(月･祝)公民館文化祭 

11月 2日(日)安曇野市一斉清掃 

公民館清掃（町通り南･北の代議員） 

11月 15日(土)人権尊重懇談会 

11月 16日(日)区費･神社費･赤い羽根共同募金集金 

11月 中旬   新穀感謝祭 

11月 下旬   営農生産組合収穫祭 

（予定が変わることもありますので、最新情報は関係役員にご確認ください） 
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「今年のアメシロはすごかっ

た！」これが総代の実感です。

例年2回の駆除を今年は4回

実施し公共の場は何とか駆除

できました。何軒か個別対応

もしましたが、空き家の木や放

置木はかなりの被害でした。

来年がちょっと心配です。 

 

 

 

区の総代会では、年に数回の真々部公園や殿

村公園の整備作業をしています。この日は真々部

公園の木々剪定をした後、梓橋東地区のアパート

周辺の堰さらいも行いました。 

この辺りで

は、雨が降ると

堰が溢れると

いうトラブルが

発生。溜まっ

た土砂に一因

があるとの指

摘でした。 

積もった土砂は 10cm～20cm もあり、わずか

70m～80m の距離の堰から 1t 以上の土砂をか

き出しました。かなりの重労働でしたが、これで数

年は大丈夫（？）と思われます。 

 

 

 

13日は 12名が参加して“いいせ新宅”と“真々

部児童公園”で 、20 日は 13 名が参加して“たき

べ野”で美化活動を実施しました。 

施 設 職

員も参加し、

玄関先や

庭の草刈

り・木の剪

定など、一

緒 に 汗 を

流しました。 

 

 

 

 

皆様の

ご理解 と

ご協力に

感謝申し

あげます。 

真々部区の合計額は以下の通りとなりました。 

社協会費  ：480,600円（481戸） 

日赤活動費：275,918円（473戸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 22 日から 24 日までの間、幹線水路が止

水され、真々部では中萱堰・真鳥羽堰で堰周辺

の草刈りを行いました。ハチや熱中症に注意しな

がら 10名の皆さんが作業しました。 

 

 

 

結核検診車

が市内を巡回し、

真々部にも来ま

した。1 時間余

りで 30 人ほど

が受信しました。 

 

 

 

業者 に 委 託 し

て、公民館の大中

会議室・厨房・廊下

のワックスがけを行

いました。床の表面

を洗浄し、ワックス

をかけ、乾燥させます。 

床がピッカピッカになりました。 
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豊科老人福祉センターにおいて、「第 44回

豊科福祉チャリティバザー＆ふれあいまつり」

が開催されました。地域福祉への意識と理解

を深め、福祉の輪を広げることなどを目的に行

われる催しです。

幅広い世代が楽

しく交流できるイ

ベントとしても工

夫されています。 

真々部では、

バザー寄贈品の

受け付けを 9 月

15 日～18 日の

間に行い、集積

場所 となった公

民館には、日用品や事務・文具用品、お米・

お酒など総数 138点の品々が集まりました。受

付期間中、公民館には真々部社協会長や区

総代の皆さんが当番制で常駐し、受付対応と

寄 贈 品 の

管理をして

いました。

まだまだ暑

い中でした

が、「ひとり

しか居ねし、

窓開けて頑張るだ」と、エアコンを使わず作業

する姿には頭がさがります。 

「もう使わないものが誰かの役に立つのなら

うれしい」「終活の一環として身の回りを整理し

ていたら、使えそうなものが出てきた」と物品を

寄贈された方々も。真々部地区社協の竹内

会長は、「この品々は区民の善意の結晶。心

より感謝します」とお礼を述べられていました。 

当日は家族連れなど多くの方が来場され、

朝 9 時には既に 80 人程が並んでいました。9

時 30 分の開場から 30 分もすると、もう品薄状

態になるほど。後から

来た方々からは、「も

うほとんど残ってない

ね」と残念がる声が聞

こえてきました。 

一方、バザー会場

の外には様々な屋台

が並び、小さい子供

の 元 気

な 声 が

響 く な

ど、賑わ

い を み

せ て い

ました。 

秋の全国交通安全運動期間中、真々部交通安全協会では区

内 2 ヶ所の交差点で立哨を行いました。通勤通学時間帯、梓橋

駅入口交差点付近は行き交う車が多いため、いつも激しい渋滞

が目立つところです。約 1 年前、三郷方面からの右折車線が設け

られましたが、今回信号の変わり目に交差点内に進入する右折

車が見受けられました。また、真々部北交差点でも、黄色信号に

もかかわらずそのまま進行する車がちらほら。急ぐ気持ちはわかり

ますが、交通ルールは守ってほしいものです。自動車に限らず、

自転車、歩行者など皆でルールを厳守し、悲惨な事故を防ぎまし

ょう。立哨を行った安協の役員は、「厳しい夏がようやく終わり、交

差点に立つには一番良い季節」と笑顔をみせながら、元気で登

校する子供たちに優しいまなざしを注いでいました。  

開場前からこの大行列！ 

真々部の皆さんから 138 点のご協力 

第 44 回豊 科福 祉 チャリティバザー  真々部社会福祉協議会  

9 月 23 日（火）  

真々部公民館に集まった寄贈品 

今や貴重な米もありました 

公民館から会場へ寄贈品を運び込みま
す。右から区長、区長代理、地区社協会長 
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暑さなんか吹っ飛ばせ！と『納涼子ども夏祭り』

が開催され、子ども 124 名、大人は子ども会育成

会、南小保護者会、公民館役員合計約 100 名、

合計 224名程の参加が有りました。 

子ども達が学校や家庭だけでは体験できない

交流が出来るように、又自主的な行動が出来るよ

うにと願いを込めて毎年開催されています。 

今年の子ども夏祭りは「保護者会が実施するゲ

ームコーナー」と

「子ども会育成

会が中心の、マ

スのつかみ取り

コーナー」に加

え、公民館役員

が出店した「ワタ

アメとポップコー

ンのサービス」、

更に子供達を歓

迎す る た めに

「水色の不思議

な生き物、安曇

野市のユルキャ

ラ、あづみ～ずのみずんちゃん達」が子ども達を

待っていました。来場した皆さんは玄関で「みず

んちゃん」と記念撮影をして入場です。今年も会

場内の混雑緩和、感染症対策のために地区別時

間別入場とし、安全対策、感染症対策に注力して

いました。参加されたお母さんも「あまり混雑しな

いように、感染症などは怖いですもんね」と賛同の

声がありました。ゲー

ムコーナーは小さい

子でも楽しめる工夫

がされていて子供達

は賞を貰ってにっこり、

ほのぼのとした会場

でした。ゲームコーナ

ーを出ると「綿あめと

ポップコーン」のサー

ビスが有り、子供たち

の笑顔がはじけてい

ました。一方屋外で

は「マスのつかみ取り」

です。子ども達は特

設プールの沢山の魚

「マス」を見て「すげえ！」と歓声を上げ、裸足にな

ってプールに入りマスを追いかけますがなかなか

掴めません。はじめは優しくつかもうとしていまし

たが逃げられてしまうので、だんだんと力が入り、

工夫してコーナーに追い込んで魚を掴むと「やっ

たー！」と歓声を上げて親御さんに見せていまし

た。暑い中でしたが、育成会長が大きな桜の木陰

にマス池を作った事で、強い日差しもしのぐ事が

できて、バッチリ暑さ対策が出来ていました。子供

たちからは、「綿あめや、

ポップコーンが有って楽し

かった。」ユルキャラが居

てビックリしたけど、かわい

かった」「魚（マス）がヌル

ヌルしていて、なかなか掴

めなかった」「魚をつかん

だときはちょっと気持ち悪

かったけど、袋に入れた

時はヤッター！て感じ」と

話してくれました。運営に

ご苦労された役員の皆さ

んもホット一息の様子でした。 

【子ども会育成会 高橋会長お礼】 

今年は公民館役員さんも企画・運営に協力して

頂き、一工夫も二工夫もやってくれました。公民館

の玄関やゲームコーナー入り口では安曇野の「ユ

ルキャラ」が子供達を迎えたり、ワタアメやポップコ

ーンを子ども達に振舞ってくれたり、大サービスを

して頂きました。おかげで「子ども達の弾ける笑顔

と、親御さんが子どもを見守る笑顔」を沢山見る事

が出来ました。本当に楽しく、また事故無く夏祭り

ができました事に改めて感謝いたします。ありがと

うございました。 
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区内に居住する 80 歳以上（前年は 83 歳以上）の方をご招待し、真々部公民館で行われた敬老会。

事前に公民館 3役と生活・文化・体育の各部役員（合計 21名）が対象者 247名を手分けして訪問し、参

加のお願い。こうした努力が実を結び、前年から約倍増となる 39名が出席、楽しい時間を過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

区内の 85歳以上の 96名の皆さんにプレゼント

を贈りました。ボランティアクラブの声掛けで、区・

公民館・地区社協の方々が集まり「子供達の塗り

絵、ご長寿のお祝い、お茶やお菓子等」の詰め合

わせを、役員で分担してお届けいたしました。お

届け先では、矢下筆子さん（中村地区）にお話を

伺い、写真

撮影には

快く応じて

下さいまし

た。 

矢 下 さ

ん か ら は

「贈り物あり

がとうござ

います。皆さん

によろしくお伝

え下さい」と御

礼の言葉を頂

きました。 

2020 年のコ

ロナ禍から始ま

った「真々部を

元気づけ隊」 

今年で 6回目、

このような高齢

者との触れ合

いを続けて行

ってほしいもの

ですね。 

いつまでもお元気でいてくださいね！  

真々部地区敬老会 公民館 

9月 28日（日） 寿

朝から公民館役員以下スタッフが準備に追わ

れます。敬老会の最中もずっと動き回ってい

たスタッフの皆さん。本当にご苦労様です 

午前 10 時。小山公

民館長の挨拶から

始まりました 

藤原前区長の発声で乾杯！ 飲食をともにしながら会話が

はずみます。「初めて参加したけど、とても楽しい」「懐かし

い人と再会できてうれしかった」との声も聞かれました 

波田少年少女 OB・OG 合唱団の素晴らしい歌声に聞きほれます。

アンコールにも応えてくれました。皆がよく知る唱歌の「ふるさと」や

「朧月夜」を一緒に歌い、会場全体が盛り上がっていきます 

一喜一憂のビ

ンゴ。リーチに

はなるんだけど 

カラオケ大会で十八番を披露した方々。小

山館長、高橋副館長も 1 曲ずつ。皆さん、

「のど自慢」なら優勝確実ですね。会場は

拍手と歓声に包まれていました 



6　　　ほど良きおせっかいの里・ままべ　　　　　真々部新聞（第 68 号）　　　　　　令和 7 年 10 月 9 日

諏
訪
神
社

諏
訪
神
社

飯田宮司さん 談





  8      ほど良きおせっかいの里・ままべ         真々部新聞 （第 68号）          令和 7年 10月 9 日  

 

公民館関連の各種団体をご紹介します。仲間と集う皆さん、お祭りで活躍されている皆さん。地域の美

化に尽力される皆さん、活躍のほんの一場面ですが、全 12団体の活動を紹介していきます。 

 

 

 

趣味や健康づくり、古くから伝わる文化の継承、

ボランティア活動にと幅広く活躍されています。 

既に各場面で活躍の皆さんはご紹介させて頂

いていますが、年間シリーズで 12団体の皆さんの

活動の様子をご紹介させて頂きます。 

乞うご期待！？ 

・活動日時は真々部区 HP公民館使用ｶﾚﾝﾀﾞｰ参照を・ 

公民館 

編
集
独
り
言 


